
令和８年度  予算  「確かな一歩 共に創るシン・桑折町」

歳　入 歳　出

　予算特別号については、令和８年度予算の概要、総合計画に掲げる６つの方針に基づく重点プロジェクト
および主要事業を掲載しています。

　歳入の約36％を占める自主財源は24億 3,579万円
で、前年度比3,917 万円の増額を見込みました。その
主な要因は、町民税の増収や、財政調整基金からの繰
入金の増額を見込んだことによるものです。

　目的別にみた歳出の内訳については、上のグラフのとおりです。
教育費、民生費、総務費の順に多くなっており、教育費では「認
定こども園に対する支援事業」・「第2期GIGAスクールに向けた
一人一台端末の更新事業」、民生費では「児童手当支給や学童施設
運営などの児童福祉事業」・「障がい者支援事業」・「高齢者福祉事
業」、総務費では「ふるさと納税推進事業」・「地方公共団体情報シ
ステム標準化対応事業」へ多くの予算を配分しています。

　歳入の約 64％を占める依存財源は、42 億
3,831万円で、前年度比2億 9,543万円の増額
を見込みました。主な要因は、歴史観光交流セ
ンター建築工事による国庫支出金や町債の増額
や、給食費無償化による県支出金の増額を見込
んだことによるものです。

　性質別にみた歳出の内訳については、上の
グラフに示したとおりです。認定こども園等
の公定価格施設型給付費の減額により扶助費
が減少した一方で、歴史観光交流センター建
築工事等により普通建設事業費が増額となっ
ております。

　令和８年度の当初予算は、予算総額は 66億 7,410 万円となりました。前年度に比べると 3億 3,460 万円
（5.3％）の増となりました。

一般会計当初予算

歳入の特徴 歳出の特徴
【自主財源】 【目的別歳出】

主な用語説明

【依存財源】 【性質別歳出】

66億7,410万円

町税
14億 9,649 万円
22.4％
（1億 866万円）

繰入金
５億4,980円　8.2％
（2,678 万円）

分担金及び負担金
1,746万円　0.3％
（▲132万円）

使用料及び手数料
6,488万円　1.0％
（111万円）

繰越金
5,000万円　0.7％
（±０万円）

諸収入ほか
2億 5,716 万円　3.9％
（▲9,605万円）

国庫支出金
8億 8,266 万円　13.2％
（1億 4,807 万円）

県支出金
5億 1,276 万円　7.7％
（6,393 万円）

町債
2億 5,170 万円　3.8％
（1億 410万円）

地方譲与税
5,136万円　0.8％
（▲1,459万円）

地方消費税交付金ほか各交付金
3億 8,317 万円　5.7％　（3,463万円）

※ ％は総額に占める構成比
　（　）は対前年度増減額を表示

歳入
66億
7,410万円

地方交付税
21億 5,666 万円　32.3％
（▲4,072 万円）

24億 3,579 万円　36.4％　（3,917 万円）

42億 3,831 万円　63.6％　（2億 9,543 万円）

自主財源
依存財源

【一般会計】� �
　福祉や教育・土木といった一般的な事
業に使われ、町の事業の基本となる会計

【自主財源】� �
　町税や使用料など、町が自主的に収入
できるお金

【依存財源】� �
　地方交付税など、国や県の意思によっ
て額が決められ割り当てられるお金

【町税】� �
　町民の皆さんが町に納める税金

【繰入金】� �
　各種基金の取崩しや他会計から繰り入
れるお金

【地方交付税】� �
　自治体の財政力に応じ、国から交付さ
れるお金

【国庫・県支出金】� �
　特定の目的のために国や県から交付さ
れるお金

【町債】� �
　国や銀行などからの借入金

【民生費】� �
　高齢者・障がい者・児童などの福祉施設
運営や生活保護・子育て支援などに使うお金

【教育費】� �
　幼稚園、小学校、中学校などの教育・
文化・スポーツ振興などに使うお金

【総務費】� �
　町政全般の管理経費などに使うお金

【土木費】� �
　道路や公園の整備・維持管理などに使
うお金

【公債費】� �
　借入金（町債）の返済に使うお金

【衛生費】� �
　各種検診や予防接種、ごみ処理などに
使うお金

【消防費】� �
　消防・水防・災害対策（原発事故対策
を含む）に使うお金

【農林水産業費】� �
　農林水産業の振興や農道・林道などの
整備に使うお金

【商工費】� �
　商工業や観光振興などに使うお金

【議会費】� �
　議会運営に使うお金

【災害復旧費】� �
　災害によって生じた被害の復旧に使う
お金

【扶助費】� �
　児童や高齢者、生活困窮者を援助する
ために使うお金

【普通建設事業費】� �
　道路、学校、公園などの公共施設の新設・
増設などに使うお金

【物件費】� �
　委託料、旅費などに使うお金

【繰出金】� �
　他会計や各種基金へ繰出すために使う
お金

【補助費等】� �
　さまざまな団体への補助金、負担金な
どに使うお金

義務的経費　27億 6,155 万円
　　　　　　　　　　（▲550万円）
人件費　14億3,923万円（    1,120万円）
公債費　　4億2,364万円（▲　372万円）
扶助費　　8億9,868万円（▲1,298万円）

投資的経費　6億 337万円
　　　　　　　  （2億 1,363 万円）
普通建設事業費
　　　　６億337万円（2億1,363万円）
災害復旧事業費　０万円（　　　±0万円）

その他経費　33億 918万円
　　　　　　　　（1億 2,647 万円）
物件費　13億9,012万円　（6,219万円）
補助費等　８億7,824万円　（1,372万円）
維持修繕費 １億9,067万円　（3,411万円）
繰出金　 ５億9,256万円　（1,165万円）
その他　 ２億5,759万円　（　480万円）

歳出
66億
7,410万円

教育費　
13億 4,413 万円
20.1％　（2,463 万円）

民生費
13億4,390万円
20.1％
（4,114 万円）

総務費
11億 2,884 万円
16.9％
（▲4,353 万円）

土木費
9億 4,067 万円
14.1％（2億 8,764 万円）

衛生費
6億 943万円
9.1％（▲3,078 万円）

公債費
4億 2,320 万円
6.4％（▲297万円）

農林水産業費　
３億8,805万円
5.8％（5,927 万円）

消防費　
3億 1,490 万円
4.7％（▲1,128 万円）

議会費
8,514万円
1.3％（191万円）

商工費
8,584万円
1.3％（857万円）

予備費 1,000 万円
0.2％（±０万円）

災害復旧費 0万円
0.0％（±０万円）

41.4％

9.0％

49.6％

歳入内訳 目的別歳出内訳 性質別歳出内訳



各会計の借入金残高の推移

通常分における町民 1人あたりの歳出予算額　� （　）は対前年比増減額

総　務　費 民　生　費 教　育　費 衛　生　費
町政全般の管理経費などに
使うお金

高齢者・障がい者・児童な
どの福祉施設運営や生活保
護・子育て支援などに使う
お金

幼稚園、小学校、中学校な
どの教育・文化・スポーツ
振興などに使うお金

各種検診や予防接種、ごみ
処理などに使うお金

10 万 4,503 円 12万 4,412 円 12万 4,433 円 5万 6,418 円
（▲ 2,553 円） （5,449 円） （3,941 円） ( ▲ 2,043 円 )

公　債　費 土　木　費 消　防　費 農林水産業費
借入金（町債）の返済に使
うお金

道路や公園の整備・維持管
理などに使うお金

消防・水防・災害対策（原
発事故対策を含む）に使う
お金

農林水産業の振興や農道・
林道などの整備に使うお金

3 万 9,178 円 8万 7,083 円 2万 9,152 円 3万 5,924 円
（262 円） （2 万 7,451 円） （▲ 633 円） (5,901 円 )

商　工　費 議　会　費 予　備　費 災害復旧費
商工業や観光振興などに使
うお金

議会運営に使うお金 使いみちを限定せず予算計
上し、軽微な補正に対処す
るためのお金

各災害によって生じた被害
の復旧に使うお金

7,947 円 7,882 円 926円 0円
（891 円） （282 円） （13 円） （0 円）

歳出総額　61万7,858円（3万 8,961 円）
※令和８年１月１日現在の住民基本台帳人口 10,802 人を基に算出しています。

各会計の予算額
会　計　名 令和８年度 令和７年度 増　減　額 対前年比

一　般　会　計 66 億 7,410 万円 63 億 3,950 万円 3 億 3,460 万円 5.3%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 12 億 1,033 万円 12 億 9,918 万円 ▲ 8,885 万円 ▲ 6.8%

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 6,320 万円 2 億 1,836 万円 4,484 万円 20.5%

介 護 保 険 16 億 8,096 万円 16 億 8,223 万円 ▲ 127 万円 ▲ 0.1%

半 田 財 産 区 （特別会計廃止） 68 万円 ▲ 68 万円 ▲ 100.0%

公
営
企
業
会
計

水道事業
会計

収益的収入 3 億 7,440 万円 3 億 6,752 万円 688 万円 1.9%

収益的支出 3 億 8,232 万円 3 億 5,169 万円 3,063 万円 8.7%

資本的収入 3,124 万円 7,000 万円 ▲ 3,876 万円 ▲ 55.4%

資本的支出 1 億 2,073 万円 1 億 5,720 万円 ▲ 3,647 万円 ▲ 23.2%

下水道事業
会計

収益的収入 2 億 4,372 万円 2 億 5,305 万円 ▲ 933 万円 ▲ 3.7%

収益的支出 2 億 3,368 万円 2 億 4,420 万円 ▲ 1,052 万円 ▲ 4.3%

資本的収入 2 億　534 万円 1 億 1,415 万円 9,119 万円 79.9%

資本的支出 2 億 6,220 万円 1 億 6,025 万円 1 億 　195 万円 63.6%

各種基金（貯金）の現在高
会計区分 基　金　名 令和６年度

年度末残高
令和７年度
年度末残高見込

令和８年度
年度末残高見込

一　般　会　計

財政調整基金 17 億 1,906 万円 15 億 9,447 万円 12 億 3,371 万円

減債基金 1 億 3,376 万円 1 億 3,392 万円 1 億 3,429 万円

その他特定目的基金 11 億 4,614 万円 12 億 4,886 万円 12 億 2,023 万円

土地開発基金 1 億 2,021 万円 1 億 2,036 万円 1 億 2,069 万円

奨学基金 8,001 万円 8,003 万円 8,003 万円

合　計 31 億 9,918 万円 31 億 7,764 万円 27 億 8,895 万円

特
別
会
計

国民健康保険 国民健康保険基金 9,410 万円 9,422 万円 9,462 万円

介 護 保 険 介護給付費準備基金 1 億 8,005 万円 2 億 1,765 万円 1 億 8,783 万円

半 田 財 産 区 半田財産区財政調整基金 2,050 万円 0 万円 ( 特別会計廃止 )

　一般会計の借入金（町債）、水道事業会計、下水道事業会計の借入金（企業債）の残高の推移はグラフのとおりです。
　なお、町債については、その元利償還金の一定割合が「地方交付税」に算入・交付されるものを活用し、後年度にお
ける財政負担の軽減を図っています。

※�基金残高及び借入金残高について、令和７年度末及び令和８年度末として掲載している金額は、
３月末日現在の見込みであり、確定した金額ではありません。

（億円）

一般会計
水道事業会計

下水道事業会計

R4 R5 R6 R7 見込 R8見込 （年度）
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36 億 4,029 万円

10 億 2,875 万円

6 億 1,257 万円




